
 
■2010年10月のマンスリーNEWS 　　

　今夏が猛暑だった分、普通の秋の気温が寒
く感じられるのは私だけでしょうか？皆様は
突然の気候の変化で風邪などひいていないで
しょうか？
　 さてアークルはこの気温の変化の早さに
最初やや戸惑い、急遽ホ ットへの切り替え
を急ぎました。その結果、9月末ごろに一部
のルートでたくさんの作業ミスによるクレー
ムが発生してしまいました。ご迷惑をかけた
お客様すいませんでした。
　 当社は自販機に魅力を出すために、他自
販機オペレーターよりも商品の種類を多く入
れています。商品の種類を多く入れると、多
くかかることになります。つまり、アークル
はホットの切替作業を通常より手間をかけて
やっているという事です。 

　秋冬の売れ筋の主流はもちろん、ホットのコーヒー
となります。しかし以外とあなどれないのが、ココ
ア、スープ、ミルクセーキ、おしるこなどのレトルト
類です。特の最近のスイーツブームの影響でしょう
か？おしるこが とてもよく売れるようになりまし
た。
　やはり要注目は今年もおしるこということになりそ
うです。さて猛暑の恩恵にあずかった飲料業界です
が、各飲料メーカーの業績はどうだったでしょうか？
少し見ていきましょう。まず8月単月ではサントリー
119％、コカ110％、伊藤園116％アサヒ122％、大塚
121％と軒並み2 桁伸長している中で苦戦しているの
がキリン101％、ダイドー104％といったところです。

　また今後累計ではサントリー105％、コカ100％、伊藤園111％アサヒ105％、大塚100％と猛暑効
果で前年をク リアしてきています。しかしキリンは95％、ダイドー97％とこの2社は昨年を割れて
います。当社としてはダイドーの業績が歯がゆいところですが、当社の中ではダイドーの販売数量
は昨年をクリアし順調に推移しています。飲料業界は現在「お天気商売」をまさに絵に描いたよう
な業界になっています。つまり市場は成熟していて、売上の上下の要因が景気よりも天候に左右さ
れるという事になっているのです。
まさに今夏の猛暑は「天の恵み」と言ったところでしょうか。 
　 さて今後ですが、今夏の好業績を得た利益でほっと一安心するメーカーと更に市場に攻勢をか
けていくメーカーとで、今後の業績が分かれていくのでしょう。各メーカーがどのように動いてい
くのが、私達飲料業界の中で生きている者としては要注目です。
　
　 それから今後台風の目となりそうなのがＪＴです。タバコの値上げでタバコ以外の業務に力を
入れていくのが間違い なさそうだからです。
　飲料業界「秋冬の陣」いよいよ幕開けです。
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ＤＹＤＯ売れ筋ベスト１０ 昨年ＤＹＤＯ売れ筋ベスト１０

1位 Ｎダイドーブレンドコーヒー 1位 Ｎダイドーブレンドコーヒー

2位 スピードアスリート500Ｐ 2位 Ｎデミタスコーヒー

3位 Ｎデミタスコーヒー 3位 Ｍコーヒー樽

4位 富士山天然水５００Ｐ 4位 Ｎ　Ｄ－１ファインクリア微糖

5位 葉の茶４５０Ｐ 5位 葉の茶４５０Ｐ

6位 おいしい麦茶５００Ｐ 6位 富士山天然水５００Ｐ

7位 Ｍコーヒー樽 7位 無糖珈琲　樽

8位 クリスタルレモンスカッシュ 8位 BC葉の茶 朝摘み290

9位 さらっとしぼったオレンジ 9位 復刻堂ウルトラサイダー350

10
位 Ｐ梅よろし 10位 デミタスビターリッチ微糖

今夏のダイドー・サントリーの
大ヒット商品

ＳＵＮＴＯＲＹ売れ筋ベスト
１０

昨年ＳＵＮＴＯＲＹ売れ筋ベス
ト１０

1位 南アルプス天然水５００Ｐ 1位 ボス贅沢微糖

2位 ボス贅沢微糖 2位 ボスレインボーマウンテン

3位 ボスレインボーマウンテン 3位 ボス無糖ブラック

4位 ホップホワイトソーダ500缶 4位 ボスカフェオレ

5位 セブンアップ350缶 5位 ボスファーストクラス

6位 ボス無糖ブラック 6位 南アルプス天然水５００Ｐ

7位 伊衛右門５００Ｐ 7位 伊衛右門５００Ｐ

8位 ボス地中海ブレンド 8位 伊衛右門２８０Ｐ

9位 ボスカフェオレ 9位 リプトンアップルティー５００
Ｐ

10位 ボスゴールドプレッソ 10位 ボスクリアプレッソ ＪＴのヒットは・・・

ＪＴ売れ筋ベスト１０ 　今月号ではベスト10まで載せました。またダイドーとサントリ
ーは昨年との比較をするために、昨年のデータも載せてみまし
た。これらを見るといろいろな事が見えてきます。
　注目はダイドーのベスト10に7品コーヒー以外の商品が入って
きています。昨年はたった4品しかありませんでした。逆にサン
トリーは4品しか入っていません。いままでの常識ではダイドー
がコーヒー、サントリーがジュース系というイメージが強いので
すが見事にその常識を覆す結果となりました。サントリーは神奈
川県の西部では自販機ではどちらかと言うと後発で、コーヒーは
売れないという概念がありましたが、この神奈川県西部地区でも
売れ始めているのです。

1位 大地が磨いたきれいな水

2位 Rootｓﾘｱﾙﾌﾞﾚﾝﾄﾞﾛｲﾔﾙﾐｯｸｽ

3位 Rootsｸﾘｰﾐｰｶﾌｪｱｲｽ

4位 みぞれ梨３５０缶

5位 桃の天然水500P

6位 スーパーハイオク480B

7位 マルチビタミンウォーター

8位 爽快ビタミン

9位 ひんやり夏みかんゼリー

10位 Rootsビタースタイル

　
　 それから500缶の強さを象徴する結果も出ています。ダイドーは8・9位に500缶の「クリスタル
レモンスカッシュ」と 「さらっとしぼったオレンジ」が、サントリーではなんと2位に「ホワイソ
ーダ500缶」が入ってきています。時代は500 ペットと思われていますが、自販機ではペットだけ
が売れるという常識はないようです。
　ＪＴの注目は4・5位です。「みぞれ梨350」「桃の天然水500Ｐ」が入ってきています。梨という
飲料ではあまり使わ ない商材を使い、うまくすきまをついているなと感心する商品だと思いま
す。また「桃の天然水」は過去の大ヒット商品ですが、根強い人気があることがわかります。



　さて10月に入り、我々飲料業界は秋商戦真っ只中ですが、この秋商戦でどのメーカーのコーヒー
が売れるのか売っている我々も興味津々です。ちなみにダイドーの「ブレンドスペシャル」はまず
まずのスタートをきったようです。 

アロマインパクト
　マスターズ

アロマインパクト
　微糖スペシャル

アロマインパクト
　ブラック

　
　 今秋ものすごく力をコーヒーに力を入れているのはＪＴのルーツです。全てのルーツを完全 リ
ニューアル。中身・デザイン・缶の形状に至るまで全てを変えました。  タバコの値上げでいよい
よタバコの売上伸長が望めないの明らかになったＪＴ。いよいよ飲料に本格的に力をいれてきたん
だな！とわかる 商品だと思います。
　アークル社内で試飲したところ、このシリーズがダントツに美味しいと意見を大半が占めまし
た。
　自販機の売上の50％以上を占める缶コーヒー、ここに注力し売れる商品を作るというのは、飲料
メーカーとしては最も大切な命題と言えます。ダイドーやポッカのように缶コーヒーメーカーとい
う知名度もなく、増してやビール系メーカーのように爆発力を持たないＪＴですが、今回のコーヒ
ーの味、そしてコマーシャルにかける息込みを見ていると、並々ならぬ力の入れ具合だなという事
が良くわかります。。
　また、東京地区では自販機オペレーターの最大手がＪＴを取り扱うというビッグニュースも聞こ
え、ＪＴもいよいよ来たなという感じです。私達としては、自販機ではＪＴはまだまだマイナーな
存在なので新規参入をどんどんしてもらって、知名度を上げていってもらうことはとてもいいこと
だと思います。

　今後のＪＴ、注目です。そして皆様このアロマインパクトシリーズ一度トライしてみて下さい。
とても美味しく出来上がっています。

龍馬は幕末のマーケッター　9/20日経ＭＪより

　皆さん八塩圭子さんって知っていますか？元テレビ東京の
アナウンサーって言えばすぐわかる人も多いと思います。ち
なみに「アドマチック天国」の司会を以前やっていたといえ
ば、もっとわかりやすいと思います。 　この八塩さんのマー
ケッティングゼミというのが、約1年前から日経ＭＪ に連載さ
れています。私はこのコラムが個人的に好きなので、チェック
しているのですが、9/20号のコラムが面白かったので今回紹介
したいと 思います。 
　 ＮＨＫの大河ドラマ「龍馬伝」を見ていたら、龍馬が秘密
裏に仲立ちした 薩長同盟を世間に知らしめるために、ビラが
まかれるというシーンが出て きた。ちまたで大騒ぎを巻き起



こすことで、幕府にプレッシャーをかけよう という狙いだ。
「作戦ぜよ！」とほくそ笑む龍馬を見ながら、私はうなっ
た。 　「龍馬、マーケッティングをわかってるなぁ」
　マーケティングは消費者起点で物事を考えることら始ま
る。消費者のニーズを把握し、消費者満足を生むための活動
だ。コトラーは「人間や社会のニーズを見極めてそれに応え
ること」と定義し、ドラッカーは「マーケッティングの狙い
は顧客を知り尽くすこと」と言った。

　つまり「人の心を読む」ことなのだ。マーケッティングは心理学と多いに重なるところがある。
その一分野たる「消費者行動論」がマーケッティングのポジションを占めることからもわかるだろ
う。また、マーケッティング・コミニケーションでは、人の心を読んだ上に、「人の心を動かす」
ことが使命となった。
　そういう意味で、龍馬はわかっている。幕末の閉塞感をなんとか打破してほしいという人々の狙
いをとらえ、「日本を変える」と奮起したのは言わずものがな。そのためには宿敵さえ手を結ぶと
いうビッグニュースを広めることで、人々の心を揺さぶる。

　「何かが変り始めた」というムーブメン
トがやがて、幕府に大きな危機となって襲
いかかることを、龍馬はわかっていたので
はないか。この手法、消費者心理をとらえ
てブームを起こすマーケッティングそのも
のではないか。龍馬を幕末のマーケッター
と呼ばせ ていただきたい。
　「日本を変えてほしい」という願いは、
現代の日本でも切実だ。その思いを受けて
民主党の代表選挙が行われ、管総理が再選
を果たした。「小沢氏は政治と金の問題を
決着していない」という声が収まらず、「ま
だ就任して間もない管総理にもう少し時間
をあげよう」という、世論ともいえないよ
うな雰囲気が、党員、サポーター、議員の
心を動かしたと言える。

　今回、民主党内にその雰囲気づくりをする仕掛け人がいたとは思えないが、今後は、龍馬のよ
うに「人心を読み」「人の心を動かす」マーケッティング的発想が新内閣には求められる。

　先の参議院選の民主党の敗北の原因を消費税引き上げ発言と言って、その後消費税についてはダ
ンマリを決めこんだ管総理。それは正しい判断だったのだろうか？確かあの時の世論調査では半数
以上の人が消費税の引き上げはしょうがないとういうことではなかったか？マーケッティング発想
から言えば、管総理はニーズを世の中のニーズを本当にとらえているのかいささか疑問だと思って
しまう。また民主党の代表選挙で小沢氏を支持した民主党議員も、世の中の世論を汲み取る力がな
いのでは？と思ってしまう。
　ビジネスの世界で、ニーズを読み間違うと、市場からは即退場となる。そういう意味で今後政治
家はよりマーケッティング発想が求められるのではないでしょうか。
　「人心を動かす」という点では、小泉元首相は秀でたように感じます。余計な言葉を排し、極力
シンプルな言葉で繰り返し繰り返し訴える。そういう意味では今後より優れたリーダー抜きには国
家の成長戦略は描けない時代になってくるの は間違いなさそうです。

 クリントイーストウッド監督　

　久々に映画の紹介です。南アフリカのネルソンマン

   



デラ大統領の実話の映画化です。個人的に「大変感動
しました！！」だったので紹介したいと思います。
　クリントイーストウッドと言えば、「ミスティクリ
バー」「硫黄島から手紙」「父親たちの星条旗」「チ
ェンジリング」「グランドトリノ」とここ数年見ごた
えのある映画を作っているな～と思っていましたが、
この作品はその中でとびきりに良かったと私は感じま
した。
　この映画を見てとても興味深く感じたことがありま
す。「グランドトリノ」との共通点です。どちらの主
人公もやられても復讐をしないということです。「グ
ランドトリノ」のラストシーンでは「そういうことだ
ったのか～！！」と結末に涙がこぼれます。

　そしてこの「インビクタス」。
　30年近く白人政権に投獄されていた黒人政治家ネルソン・マンデラが南アフリカ共和国の大統領
になり白人たちに迫害させ続けてきた黒人たちは、これまでの恨みを晴らそうと白人たちをより敵
視するのです。しかし、マンデラ大統領は白人と共生してこそ新しい南アであることを国民に伝え
るため、白人が主将を務め白人社会の象徴である南アのラグビー代表チーム"スプリングボクス"に
ワールドカップでの優勝を託し、黒人たちを癒し、白人たちと共に新しい南アの未来の第一歩を踏
み出していこうとするのです。
　こんなストーリーなんですが、ポイントは政治的な政策ではなくわかりやすいラクビーというス
ポーツに焦点をあて たことです。

　この映画の中でマンデラ大統領の印象に残る言葉
があります。「我はわが運命の支配者、我はわが魂の
指導者」という言葉です。
　27年間も牢獄に入れられ、復讐をしてもおかしくな
いのに、彼は和解と赦しを強調します。牢獄の中で
「自分の運命を決めるのは自分なんだ」ということを
自覚してということを自覚していくのと同時に、復讐
すればまた同じような復讐劇がおこり更なる悲劇を招
くをことを知っているのです。並大抵の精神力ではな
いと感じました。
　ラストシーンの決勝戦の前のセレモニーでニュージ
ーランドの主将のロムーに「I am a little afraid of
you（君のことがちょっと恐いんだ）」って言う場面
や競技場の外で、ホームレス風の子供がパトカーのラ
ジオを警察官と一緒に聞く場面など、ちょっと心温め
る演出がちりばめられているところなんて、「さす
が！」と思ってしまいます。

　皆さん、オススメの映画です。是非見てみてくださ
い。

80歳のイーストウッド　監督歴も40年

 箱根のうまいローストビーフ

　ある友人から箱根でローストビーフ、焼き
豚、そしてラーメン（？）が とても美味し
い肉屋があると聞いて今回の訪問となりまし
た。
　場所は仙石原交差点から芦ノ湖方面に150
ｍほど行った、乙女屋ショッピングマートに
中にあります。
　店内に入ると普通のお肉屋さんといった感
じですが、ショーケースの後ろを振り返る



と、平置きのショーケースがもう一つあり所
狭しとソーセージ、ハム、サラミなど手作り
の加工食品が並んでいます。試食をしてみる
と、香辛料がしっかり効いていてとても美味
しい！！
　正面のショーケースの上には大きな焼き豚
とローストビーフが両脇を固めるようにド～
ンと置かれいます。

　コロッケやメンチなどの揚げ物のお惣菜をたくさんあって、ついつい買いすぎてしまいます。そ
の場で揚げたてメンチをほおばると（肉屋へ行くと悪い癖）、肉の違いがよくわかります。まるで
ステーキのお肉を小刻みにきざんで揚げてある感じと言うとわかりやすかもしれません。

　さてこのお店はお肉屋さんでは珍しく、手作り
のラーメンの麺も販売しています。2～3食分のパッ
クされ、太さの違うの縮れ麺です。その横には、ラ
ーメンのスープが別売りで販売されているので、
手作り麺を色々な味で自宅で楽しめるということ
です。
　
　 さっそく、家に帰り買ってきた焼き豚でチャー
シュー麺とし ゃれ込みました。麺はモチモチして
歯ごたえがあります。チャーシューはしっかり味が
ついていて少し濃い目の味かもしれません。
　
　 お店の人のアドバイスによると、ローストチキ
ンの残りの骨 を煮出し、それをスープに活用しこ
のラーメンを作るのが旨いと言っていました。ロ
ーストチキンも購入しましたが、ローストチキン
も絶品で、女優の米倉涼子さんがよく買いにくる
そうです。

　そしてローストビーフ。ここのローストビ
ーフは今までのローストビーフの概念を変え
るかもしれません。
　箱根山と銘打ったローストビーフが100ｇ
577円、紋次郎と銘打ったものが100ｇ787円
で、箱根山は赤身が多く肉の味を楽しみ人向
け、紋次郎は脂の乗った柔らかめのお肉とい
ったものだと思います。その場でお肉の箇所
や切り方（薄め・厚め）など要望に答えくれ
るので、いろいろ要望を言ってみましょう。
　
　 今回両方を購入しましたが、どちらも絶
品です。特徴はどちらもしっかり肉の味がす
ることです。

　熱々のご飯の上にこのローストビーフをのせて、わさび醤油をちょことかけていただく。かなり
幸せに気分に浸れること間違いなしです。（石塚風になって・・） 

　箱根に行ったときは是非寄ってみたらいかかで
すか？

店名：相原精肉店
住所：箱根町仙石原226乙女屋ショッピングマ
ート内
TEL：0460-84-8429
営業時間：9:00?19:00



定休日：火曜日

ただいまブログは8名が更新中です。 

・所長のブログ（小田原Ｈ所長）

・マネージャーの部屋へ　

・情報最前線（海老名Ｋ所長）

・つんつるてんＳＴＯＲＹ

・販促課オオクワ80mm

・産地直送！新鮮ネタ（海老名Ｎチーフ）　

・パソオタの独り言（パンドラの箱を開けて
最後に出てくるのは・・・）

来月号予告！！

秘境の国、ブータン紀行！　お楽しみに。

今月は以上です。又、来月号も宜しくお願いします。

 

 
■2010年度のマンスリーＮＥＷＳ

2010.09 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2010.08 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2010.07 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2010.06 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2010.05 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2010.04 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2010.03 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2010.02 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2010.01 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

 
■マンスリーＮＥＷＳアーカイブ

最新 マンスリーＮＥＷＳトップページ

2009年度 ２００９年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2008年度 ２００８年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

http://www.arcru.com/blog.html
http://www.arcru.com/blog.html
http://www.arcru.com/report201009.html
http://www.arcru.com/report201008.html
http://www.arcru.com/report201007.html
http://www.arcru.com/report201006.html
http://www.arcru.com/report201005.html
http://www.arcru.com/report201004.html
http://www.arcru.com/report201003.html
http://www.arcru.com/report201002.html
http://www.arcru.com/report201001.html
http://www.arcru.com/report.html
http://www.arcru.com/report2009archive.html
http://www.arcru.com/report2008archive.html


2007年度 ２００７年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2006年度 ２００６年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2005年度 ２００５年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2004年度 ２００４年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

番外編 マンスリーレポート番外編

   
  

http://www.arcru.com/report2007archive.html
http://www.arcru.com/report2006archive.html
http://www.arcru.com/report2005archive.html
http://www.arcru.com/report2004archive.html
http://www.arcru.com/reportbangai.html

